


























































































































































































































































































































































































科目名 デジタルデザインＣＡＤ１  年次 
カリキュラムに
より異なります 

単位数 2 

授業期間 2023 年度 後期 形態 実習 

教員名 〇 石田 信行、柴田 健児 

クラス名  

 

授業目的と到達目標 

＊設計製図で学んだ建築・インテリアに関する知識と表現方法をもとに、世界的潮流に鑑み CAD ソフトであるが BIM ソフトでも

ある Vectorworks Architect を活用して、最初に建物や家具の３次元データを作成し、その後で成果物として図面等の２次元デ

ータを出力する手法を学ぶ。 

＊Vectorworks Architect は２次元・３次元図形デザインツールとしてもともと優れたソフトであるが BIM 機能が加わったことによ

り、以前にもましてデザインのスキルアップが期待される。 

授業概要 

対面授業ただし社会的状況により遠隔授業とする。 

＊Vectorworks Architect の基本操作と基本知識について学んだ後、２次元図形の作成を経て３次元立体物の作成を行う。 

＊建築・インテリアデザインについては、設計製図で学んだ内容をもとにハイブリッド機能を持つ”壁ツール”を使用して小建築

物をデザインする。 

準備学修(予習・復習)・受講上の注意 

＊不明・疑問点は必ず質問のこと。理解出来るに越したことは無いが不明点を不明のままにしないこと。 

＊設計製図の配布プリントを毎授業時持参のこと。 

＊配布プリントは卒業時まで保管のこと。 

＊Vectorworks がインストールされたノートブックコンピュータ所有者は USB メモリーと共に持参のこと。 

 

成績評価方法・基準 

種別 割合（％） 

課題内容 40 

課題製作過程内容 30 

授業態度 30 

  

  

 

教科書 

教科書１ 配布プリント 

出版社名  著者名  

教科書２  

出版社名  著者名  

教科書３  

出版社名  著者名  

 

参考書・参考文献 

参考書名１  



出版社名  著者名  

参考書名２  

出版社名  著者名  

参考書名３  

出版社名  著者名  

参考書名４  

出版社名  著者名  

参考書名５  

出版社名  著者名  

 

参考 URL 

{A&A,https://www.aanda.co.jp/} 

特記事項 

 

教員実務経験 

石田信行；建築家 1 級建築士 Vectorworks 操作技能認定 Master 

柴田健児；建築家 1 級建築士 

 

授業計画（各回予定） 

授業回 授業内容 

１ ［対面授業］ 

＊コンピュータ取り扱い注意事項等 

＊CAD 基本知識；スナップ、基本ツール、ツールセット、線と面等 

＊CAD 基本操作；基本ツール&基本コマンド 

＊各自テンプレート作成 

＊［課題１］２次元ツール・コマンド（１） 

２ ［対面授業］ 

＊［課題１］２次元ツール・コマンド（２） 印刷提出 

３ ［対面授業］ 

＊一般ソリッドモデリング説明；モデリング＝＞レンダリングプロセス、モデリングの方法、球、半球、円錐、柱状体、３

Ｄパス図形、噛み合わせる、削り取る、重なった部分を残す等 

＊[課題 2]一般ソリッドモデリング（１） 

４ ［対面授業］ 

＊[課題 2]一般ソリッドモデリング（２） 印刷提出 

５ ［対面授業］ 

＊BIM 概要 

＊デザインレイヤ・シートレイヤ、クラス 

＊壁ツール・壁の中のシンボル作成 

＊［演習］各階床壁天井作成（１） 

６ ［対面授業］ 



＊［演習］各階床壁天井作成（２） 

７ ［対面授業］ 

＊［演習］平面図・立面図・断面図・添景と外観透視図 

８ ［対面授業］ 

＊ ［演習］平面詳細図・展開図・添景光源と内観透視図 

９ ［対面授業］ 

＊[課題３]小規模店舗設計；スケッチ、各階床壁天井屋根作成（1） 

１０ ［対面授業］ 

＊[課題３]小規模店舗設計；各階床壁天井屋根作成（２） 

１１ ［対面授業］ 

＊[課題３]小規模店舗設計；各階床壁天井屋根作成（３） 

１２ ［対面授業］ 

＊［課題３］平面図・立面図・断面図・添景と外観透視図（１） 

１３ ［対面授業］ 

＊［課題３］平面図・立面図・断面図・添景と外観透視図（２） 印刷提出 

１４ ［対面授業］ 

＊ ［課題４］平面詳細図・展開図・添景光源と内観透視図（１） 

１５ ［対面授業］ 

＊ ［課題４］平面詳細図・展開図・添景光源と内観透視図(２) 印刷提出 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 









































































































科目名 空間デザイン研究１  年次 
カリキュラムに
より異なります 

単位数 2 

授業期間 2023 年度 通年 形態 演習 

教員名 栗原 孝弘 

クラス名  

 

授業目的と到達目標 

＊自分でテーマを見つけ出し、研究し、空間デザイン化する。一連のコンセプト・アイデアの具現化手法を学ぶ。 

＊一部は就職活動用ポートフォリオとして活用する。 

授業概要 

［対面と遠隔の併用授業］社会状況に応じ随時変更可能性あり 

自分の周辺から社会へと段階的に視野を広げ、自分のテーマを見つけ出し研究することでコンセプト構築とオリジナルな施設デ

ザインの空間化手法を体験的に会得する。 

準備学修(予習・復習)・受講上の注意 

スケッチブック、筆記用具等持参。 

ノートブックコンピュータを持っている人は必要な時持参のこと。（研究室から借用も可能） 

後期は特に、ベクターワークス等の CAD ソフト、イラストレーター・フォトショップ等の描画ソフトは表現上使用が望ましい。 

 

成績評価方法・基準 

種別 割合（％） 

主体的な授業参加 20 

研究、制作、演習を総合的に評価 80 

  

  

  

 

教科書 

教科書１ 配布プリント 

出版社名  著者名  

教科書２  

出版社名  著者名  

教科書３  

出版社名  著者名  

 

参考書・参考文献 

参考書名１  

出版社名  著者名  

参考書名２  

出版社名  著者名  

参考書名３  

出版社名  著者名  



参考書名４  

出版社名  著者名  

参考書名５  

出版社名  著者名  

 

参考 URL 

 

特記事項 

 

教員実務経験 

展示空間デザイナー 一級建築士 

 

授業計画（各回予定） 

授業回 授業内容 

１ [対面] 

互いの自己紹介 講師自己紹介（実績紹介）/ 課題（1）提示と説明 

２ [遠隔授業] 

課題（1）テーマの設定  計画地の設定と調査 

３ [遠隔授業] 

課題（1）コンセプトワーク  ５Ｗ１Ｈで 

４ [遠隔授業] 

課題（1）空間ストーリー から 空間ゾーニング作成 

５ [遠隔授業] 

課題（1）空間ゾーニング から 空間イメージスケッチ作成 

６ [遠隔授業] 

課題（1）施設ネーミング＆VI 施設にふさわしいネーミング案とヴィジュアル作成 

７ [遠隔授業] 

課題（1）コンセプトシートまとめ （コンセプト、ネーミング VI、ゾーニング、イメージを１枚に）→提出 

８ [遠隔授業] 

課題（1）図面で考える 平面図作成 

９ [遠隔授業] 

課題（1）立面図で考える 立面図・展開図・断面図作成 

１０ [遠隔授業] 

課題（1）図面をまとめる  ３面図を構成 →提出 

１１ [対面と遠隔の併用授業] 

課題（1）３Ｄ立体で考える   スタディ模型制作 

１２ [対面と遠隔の併用授業] 

課題（1）３Ｄ立体で考える   スタディ模型制作 

１３ [対面と遠隔の併用授業] 

課題（1）３Ｄ立体で考える   スタディ模型制作 



１４ [対面と遠隔の併用授業] 

課題（1）プレゼンシート作成 （コンセプト、ストーリー、図面、模型写真で構成）→事前提出 

１５ [対面] 

課題（1）作品プレゼンテーション発表会 / 講評 →提出 

１６ [対面] 

課題（2）提示と説明  各自テーマを設定 

１７ [対面と遠隔の併用授業] 

課題（2）テーマの設定  計画地の設定と調査 

１８ [対面と遠隔の併用授業] 

課題（2）コンセプトワーク  ５Ｗ１Ｈで 

１９ [対面と遠隔の併用授業] 

課題（2）空間ストーリー から 空間ゾーニング作成 

２０ [対面と遠隔の併用授業] 

課題（2）空間ゾーニング から 空間イメージスケッチ作成 

２１ [対面と遠隔の併用授業] 

課題（2）施設ネーミング＆VI 施設にふさわしいネーミング案とヴィジュアル作成 

２２ [対面と遠隔の併用授業] 

課題（2）コンセプトシートまとめ （コンセプト、ネーミング VI、ゾーニング、イメージを１枚に）→提出 

２３ [対面と遠隔の併用授業] 

課題（2）図面で考える 平面図作成 

２４ [対面と遠隔の併用授業] 

課題（2）立面図で考える 立面図・展開図・断面図作成 

２５ [対面と遠隔の併用授業] 

課題（2）図面をまとめる  ３面図を構成 →提出 

２６ [対面と遠隔の併用授業] 

課題（2）プレゼンツール作成   ３ＤＣＧパース or プレゼン模型制作（選択制） 

２７ [対面と遠隔の併用授業] 

課題（2）プレゼンツール作成   ３ＤＣＧパース or プレゼン模型制作（選択制） 

２８ [対面と遠隔の併用授業] 

課題（2）プレゼンツール作成   ３ＤＣＧパース or プレゼン模型制作（選択制） 

２９ [対面と遠隔の併用授業] 

課題（2）プレゼンシートまとめ （コンセプト VI、図面、パース or 模型写真等）→事前提出 

３０ [対面] 

課題（2）作品プレゼンテーション発表会 / 講評 →最終提出 

 



科目名 空間デザイン研究２  年次 
カリキュラムに
より異なります 

単位数 2 

授業期間 2023 年度 通年 形態 演習 

教員名 柴田 健児 

クラス名  

 

授業目的と到達目標 

□授業目的:空間デザインをおこなうために必要な三次元をイメー 

ジする力をやしなう。条件を整理してイメージを具体化し、人に伝  

えるための表現力を試行し、体験する。  

□到達目標:空間をデザインする基礎を身に付けること。 

授業概要 

対面授業 ただし社会状況により遠隔授業可能性あり 

イメージした立体を表現する方法を学ぶ。エスキースをくりかえ 

し、デジタルとアナログを駆使してチームによるイメージの共有と表現力 

の強化をめざす。 

●前期:立体構成「階段と棚の構成」 

●後期:チームによる店舗設計 

準備学修(予習・復習)・受講上の注意 

□A3 用紙を収納するクリアファイルかバインダー等を持参すること。 

□製図用の筆記用具(着色用具は必須)、3 角スケール、定規、 A-3 版 

用紙、スケッチブックは必ず持参すること。 

□各ステップの制作に当たっては予め予習や資料を収集しておくこ と。 

 

成績評価方法・基準 

種別 割合（％） 

提出図書(理解度、表現力) 60 

授業における取組状況 40 

  

  

  

 

教科書 

教科書１  

出版社名  著者名  

教科書２  

出版社名  著者名  

教科書３  

出版社名  著者名  

 

参考書・参考文献 



参考書名１ 空間の演出ー階段 

出版社名 彰国社刊 著者名 滝沢健児 

参考書名２ 世界で一番やさしいインテリア 

出版社名 エクスナレッジムック 著者名 和田浩一 他 

参考書名３ 空間創造発想帖 

出版社名 空間創造発想帖 著者名 山田昌之 他 

参考書名４  

出版社名  著者名  

参考書名５  

出版社名  著者名  

 

参考 URL 

 

特記事項 

 

教員実務経験 

教員：建築家・一級建築士 

 

授業計画（各回予定） 

授業回 授業内容 

１ 前期:立体構成「階段と棚の構成」 

課題内容の掌握。階段の形状、構成、支持方式等の説明 

２ エスキースの作成 

コンセプトの検討 

３ エスキース(ラフスケッチ)段階のプレゼン 1、添削、指導。 

４ エスキース(ラフスケッチ)。 

平面、家具、照明、色彩、材料、等の検討。 

５ アイソメトリック作成。 

６ アイソメトリック作成。 

７ エスキース(スケッチ)段階のプレゼン 2、添削、指導。 

８ 初歩的な CAD による CG の作成 CAD の基礎知識。 

９ 初歩的な CAD による CG の作成 CAD の基礎知識。 

１０ 初歩的な CAD による CG の作成 柱状体等による立体構成。 

１１ 初歩的な CAD による CG の作成 柱状体等による立体構成。 

１２ 初歩的な CAD による CG の作成 レンダリングによるテクスチャーの表現。 

１３ 初歩的な CAD による CG の作成 レンダリングによるテクスチャーの表現。 

１４ 提出図書の仕上 

レイアウト、コンセプト、出力。 

１５ 提出図書のプレゼン、合評 

１６ 後期:チームによる店舗設計 



課題内容の掌握。チームの編成。現場調査。 

１７ 現況図面作成。ブレーンストーミング。スケジュール、ゾーニングの検討。 

１８ エスキースの作成 

１９ エスキース(ラフスケッチ)段階のプレゼン、添削、指導。 

２０ 図面作成のためのエスキースを完成させ、チームの情報を共有し、作業を分担する。 

２１ CAD による仮定現場の 3D 作成とエスキースからの 3D 作成 

２２ CAD によるデザインの具現化（前期に得た技術を利用してチームの作品を具現化する） 

２３ CAD によるデザインの具現化（前期に得た技術を利用してチームの作品を具現化する） 

２４ CAD によるデザインの具現化（前期に得た技術を利用してチームの作品を具現化する） 

２５ 中間チェック 

２６ CAD を中心としたデザインの具現化 

（CAD によるデジタルとエスキースによるアナログを融合してチームの作品を表現する） 

２７ CAD を中心としたデザインの具現化 

（CAD によるデジタルとエスキースによるアナログを融合してチームの作品を表現する） 

２８ パソコンによる編集作業。プレゼン準備。 

２９ 提出図書のプレゼン(集合時間厳守)、合評。 

３０ 提出図書の修正、提出。 
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